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1. 令和5年10月期第3四半期の連結業績（令和4年10月21日～令和5年7月20日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

5年10月期第3四半期 1,970 3.9 46 ― 98 360.9 55 1,444.5

4年10月期第3四半期 1,897 ― △29 ― 21 ― 3 ―

（注）包括利益 5年10月期第3四半期　　78百万円 （6,490.6％） 4年10月期第3四半期　　1百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

5年10月期第3四半期 9.97 ―

4年10月期第3四半期 0.65 ―

（注）　「収益認識基準に関する会計基準」（企業会計基準第29号令和２年３月31日）等を令和４年10月期第１四半期連結会計期間の期首から適用しているた
め、令和４年10月期第３四半期対前年同四半期増減率については、記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

5年10月期第3四半期 5,525 2,906 52.6

4年10月期 5,766 2,855 49.5

（参考）自己資本 5年10月期第3四半期 2,906百万円 4年10月期 2,855百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

4年10月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

5年10月期 ― 0.00 ―

5年10月期（予想） 5.00 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 5年10月期の連結業績予想（令和 4年10月21日～令和 5年10月20日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,917 8.0 160 107.7 223 61.7 146 61.2 26.07

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 5年10月期3Q 5,969,024 株 4年10月期 5,969,024 株

② 期末自己株式数 5年10月期3Q 368,575 株 4年10月期 368,575 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 5年10月期3Q 5,600,449 株 4年10月期3Q 5,600,449 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①業績の概況

当第３四半期連結累計期間（令和４年10月21日～令和５年７月20日）における我が国の経済は、新型コロナウイ

ルス感染症の感染法上の位置付けが5類へ移行され経済の正常化が一段と進んだことや個人消費、インバウンド需要

が急速に回復しつつあります。また、製造業の景況感も改善傾向が見られるなど好材料もあるものの、ウクライナ

情勢の長期化、エネルギー価格及び原材料価格の高止まり、物価上昇及び円安の進行により景気の先行きは依然と

して不透明な状況が続いています。

当社を取り巻く市場環境としては、近年は台風や線状降水帯発生による豪雨等による自然災害が毎年のように発

生・激甚化しており、そうした災害からの復旧工事や災害防止のための需要、災害発生の予兆把握のための需要が

今後も継続することが予想されます。

また、国土強靭化計画の進展や高度成長期に建設された各種社会インフラの老朽化を背景に、公共部門を中心に

インフラの補修・維持管理等に関する需要が今後も継続されることが予想され国内公共事業を取り巻く環境は底堅

く推移しております。

こうした状況の中、当社といたしましては、「地質調査業」及び「建設コンサルタント業」で長年培った技術力

を活かした提案力をもって、国土強靭化推進業務をはじめとする防災・減災対策のほか公共インフラの老朽化対策

などの業務について、調査から設計までの一貫した総合力と環境分野も含む豊富な業務経験により、受注の確保に

努めてまいりました。

このような取り組みの中での当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、受注高18億６千３百万円（前

年同期比3.5％増）、売上高19億７千万円（同3.9％増）、営業利益４千６百万円（前年同期は２千９百万円の損

失）、経常利益９千８百万円（同360.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益５千５百万円（同1,444.5％

増）となりました。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（建設コンサルタント事業）

建設コンサルタント事業の当第３四半期連結累計期間の業績は、完成業務収入18億３千１百万円（前年同期比

4.0％増）、売上総利益５億４千万円（同19.2％増）となりました。

（不動産賃貸等事業）

不動産賃貸等事業の当第３四半期連結累計期間の業績は、不動産賃貸等収入１億３千９百万円(前年同期比1.6

％増)、売上総利益５千６百万円(同19.0％増)となりました。

②売上高の季節的変動について

当社は、国、地方公共団体をはじめとする公共部門との取引が主体であり、納期等の関係から、売上高が特定の

四半期に偏る傾向にある反面、経費は概ね各四半期に均等に発生することによる季節変動がみられます。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、55億２千５百万円(前連結会計年度末比２億４千万円減)とな

りました。

主な増減内訳は、現金及び預金（同８千８百万円増）、受取手形、完成業務未収入金及び契約資産（同４億１千

８百万円減）等であります。

負債合計は、26億１千９百万円(前連結会計年度末比２億９千１百万円減)となりました。

主な増減内訳は、短期借入金（同１億円増）、社債（同３億円減）等であります。

純資産合計は、29億６百万円(前連結会計年度末比５千万円増)となりました。

主な増減内訳は、利益剰余金(同２千７百万円増)、その他有価証券評価差額金(同２千２百万円増)等でありま

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

本資料に記載されている業績予想につきましては、令和４年12月２日付で公表しました令和５年10月期の業績予

想から変更はありません。

なお、上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和４年10月20日)

当第３四半期連結会計期間
(令和５年７月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 172,286 261,236

受取手形、完成業務未収入金及び契約資産 1,039,354 621,281

未成業務支出金 1,287 40

貯蔵品 3,674 6,027

その他 29,167 81,833

貸倒引当金 △2,582 △1,632

流動資産合計 1,243,187 968,787

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 214,605 205,423

工具、器具及び備品（純額） 487,059 487,047

賃貸資産（純額） 742,045 795,551

土地 2,572,835 2,572,835

その他（純額） 109,868 72,492

有形固定資産合計 4,126,415 4,133,350

無形固定資産 30,696 93,203

投資その他の資産

投資有価証券 224,506 213,649

繰延税金資産 77,325 55,643

その他 64,123 61,004

投資その他の資産合計 365,955 330,296

固定資産合計 4,523,066 4,556,851

資産合計 5,766,254 5,525,638

負債の部

流動負債

業務未払金 147,403 58,707

短期借入金 600,000 700,000

1年内償還予定の社債 150,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 200,000 200,000

未払法人税等 110,621 6,335

未成業務受入金 31,471 41,898

賞与引当金 50,712 32,559

業務損失引当金 4,098 1,932

完成業務補償引当金 213 262

その他 198,677 298,027

流動負債合計 1,493,197 1,639,724

固定負債

社債 600,000 300,000

長期借入金 435,000 285,000

退職給付に係る負債 112,433 110,852

役員退職慰労引当金 224,253 214,528

その他 45,585 69,342

固定負債合計 1,417,272 979,724

負債合計 2,910,470 2,619,448
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(単位：千円)

前連結会計年度
(令和４年10月20日)

当第３四半期連結会計期間
(令和５年７月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 479,885 479,885

資本剰余金 306,201 306,201

利益剰余金 2,173,492 2,201,334

自己株式 △110,526 △110,526

株主資本合計 2,849,052 2,876,893

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,731 29,295

その他の包括利益累計額合計 6,731 29,295

純資産合計 2,855,784 2,906,189

負債純資産合計 5,766,254 5,525,638
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 令和３年10月21日
　至 令和４年７月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和４年10月21日
　至 令和５年７月20日)

売上高 1,897,807 1,970,970

売上原価 1,397,456 1,374,721

売上総利益 500,351 596,248

販売費及び一般管理費 530,170 550,207

営業利益又は営業損失 △29,818 46,041

営業外収益

受取利息 246 543

受取配当金 6,122 5,623

業務受託手数料 73,277 75,350

匿名組合投資利益 15,943 14,783

その他 12,297 11,317

営業外収益合計 107,887 107,618

営業外費用

支払利息 8,812 8,929

社債利息 1,343 1,017

業務受託費用 38,049 43,360

その他 8,543 2,079

営業外費用合計 56,748 55,386

経常利益 21,319 98,273

特別損失

減損損失 3,230 -

投資有価証券評価損 - 12,168

特別損失合計 3,230 12,168

税金等調整前四半期純利益 18,089 86,104

法人税、住民税及び事業税 65,459 13,278

法人税等調整額 △50,985 16,982

法人税等合計 14,473 30,261

四半期純利益 3,615 55,843

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,615 55,843
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 令和３年10月21日
　至 令和４年７月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和４年10月21日
　至 令和５年７月20日)

四半期純利益 3,615 55,843

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,425 22,563

その他の包括利益合計 △2,425 22,563

四半期包括利益 1,189 78,407

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,189 78,407
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 令和３年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 令和３年10月21日 至 令和４年７月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,760,416 137,391 1,897,807

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 1,760,416 137,391 1,897,807

セグメント利益 453,195 47,156 500,351

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「建設コンサルタント事業」セグメントにおいて、株式会社広川測量社の「機械及び装置」、「工具、器具及

び備品」の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において3,230千円であります。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 令和４年10月21日 至 令和５年７月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,831,319 139,650 1,970,970

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 1,831,319 139,650 1,970,970

セグメント利益 540,120 56,128 596,248

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

　


